
秋
晴
れ
の
候
、
み
な
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

当
セ
ン
タ
ー
も
、
大
津
市
の

農
業
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら

京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
戻
っ
て
は
や

２
年
余
。
名
実
と
も
に
「
京
都

の
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に
復
帰
し

た
感
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
京

都
は
１
０
０
０
年
の
都
、
セ
ン

タ
ー
も
京
都
に
所
在
す
る
団
体

と
し
て
独
自
の
存
在
感
を
発
揮

し
た
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
制
約
も
多
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
秋
の
京
都
は
格
別

で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
度
定
時
総
会
で

会
員
拡
大
の
取
り
組
み
を
決
定

し
、
現
在
、
鋭
意
加
入
勧
誘
を

す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
を
物
心
と
も
に
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、

会
員
、
会
友
の
み
な
さ
ま
で
す
。

こ
の
機
会
に
も
う
一
回
り
、
会

員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
学
界
の
研

究
成
果
を
現
場
の
農
業
・
農
村

の
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
役

立
て
る
狙
い
を
持
っ
て
、
昭
和

42
年
に
設
立
さ
れ
、
翌
年
に
農

林
省
か
ら
社
団
法
人
の
認
可
を

受
け
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
地
方

に
拠
点
を
置
く
公
益
全
国
法
人

と
し
て
認
可
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
後
、
平
成

25
年
４
月
に
公

益
法
人
制
度
改
革
に
よ
っ
て
一

般
社
団
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
社
団
法

人
と
し
て
二
つ
の
役
割
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
一
つ
は
、

地
域
農
業
振
興
と
農
協
運
動
の

発
展
に
寄
与
す
る
公
益
団
体
と

し
て
の
性
格
で
す
。
農
業
・
農

協
の
現
場
と
大
学
な
ど
研
究
者

と
の
橋
渡
し
を
し
て
、
課
題
解

決
の
た
め
の
諸
研
究
を
実
施
す

る
こ
と
は
、
重
要
な
社
会
的
役

割
で
す
。
ま
た
、
現
場
の
農
業

と
農
協
を
支
え
る
人
材
育
成
も

重
要
な
役
割
で
す
。

も
う
一
つ
の
役
割
は
、
加
入

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
の

み
な
さ
ま
へ
の
直
接
的
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
中

心
事
業
で
あ
る
研
究
会
開
催
事

業
は
、
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
、
Ｊ
Ａ
の
運
営

や
地
域
農
業
振
興
に
関
わ
る
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
て
、
開
催
し
て

い
ま
す
。
会
員
・
会
友
が
直
接

に
学
び
、
交
流
す
る
重
要
な
機

会
と
し
て
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
リ
モ
ー

ト
で
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も
早
く
去
る

こ
と
を
祈
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
会
員
の
抱
え
る
具
体

的
な
課
題
解
決
の
た
め
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
調
査
診

断
事
業
も
、
重
要
な
会
員
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
地
域
農
業
振
興
計

画
の
策
定
か
ら
テ
ー
マ
を
絞
っ

た
経
営
改
善
支
援
や
営
農
施
設

配
置
な
ど
、
幅
広
く
対
応
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
も
ぜ
ひ

利
用
し
て
現
場
の
課
題
解
決
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
は
、
特
定

の
設
立
母
体
団
体
を
も
た
ず
、

会
員
の
み
な
さ
ま
の
会
費
負
担

を
運
営
の
基
本
的
な
財
源
と
し

て
い
ま
す
。
地
域
農
業
振
興
と

農
協
運
動
発
展
に
資
す
る
当
セ

ン
タ
ー
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、
会
員
加
入
運
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

す
で
に
８
月
に
「
地
域
農
業

振
興
に
関
す
る
研
究
会
」
を
開

催
し
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の

新
山
陽
子
氏
、
岡
山
県
真
庭
市

長
の
太
田
昇
氏
な
ど
の
ご
講
演

を
い
た
だ
き
、
地
域
農
業
振
興

を
テ
ー
マ
に
学
び
議
論
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
同
研
究
会
は
、
地

域
農
業
振
興
に
か
か
る
テ
ー
マ

を
幅
広
く
と
り
あ
げ
て
お
り
、

農
業
に
関
心
を
持
つ
都
道
府
県

議
会
議
員
、
市
町
村
議
会
議
員

の
学
び
の
機
会
と
し
て
も
位
置

づ
け
て
議
会
事
務
局
等
に
も
参

加
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
同
様
の
趣
旨
で
「
地
域

農
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て

半
日
日
程
で
２
回
の
研
究
会

（

11
月
、

12
月
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
議
会
議
員
の
方
々
が

地
域
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
活
用
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
営
農

事
業
に
つ
い
て
は
、
２
月
に

「
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済
事
業
に
関

す
る
研
究
会
」
と
し
て
開
催
す

る
予
定
で
す
。
そ
ち
ら
に
も
ぜ

ひ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事
）

今
回
で

46
回
を
数
え
る
地
域

農
業
振
興
に
関
す
る
研
究
会
が
、

８
月
４
日(

木)

～
５
日(

金)

の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
北
は
秋
田
県
か
ら
南

は
佐
賀
県
の

16
都
府
県

22
人

（
う
ち
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加

16
人
）
。

全
国
か
ら
広
く
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
研
究
会
の
課
題
は
、
古
く

て
新
し
い
課
題
と
も
い
う
べ
き
、

担
い
手
の
育
成
・
支
援
の
あ
り

方
を
中
心
に
据
え
、
い
か
に
し

て
地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
を

実
現
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
で
し

た
。研

究
会
の
概
要
は
、
次
の
通

り
で
す
。

報
告
Ⅰ
で
は
、
新
山
陽
子
氏

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
が
、
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地
域
農
業
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興
に
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す
る
研
究
会
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え
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新
た
な
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農
政
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ミ
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催

⒝
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方
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員
に
も
幅
広
く
呼
び
か
け
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｢

食
料
の
国
内
生
産
の
拡
大
と
公

正
価
格
の
実
現｣

と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
動
向
を
基

に
、
生
産
費
を
反
映
し
た｢

公
正

価
格｣

で
の
取
り
引
き
の
仕
組

み
づ
く
り
と
、
自
治
体
に
よ
る

地
域
圏
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
Ⅱ
で
は
、
太
田
昇
氏

（
岡
山
県
真
庭
市
長
）
が
、

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
『
回

る
経
済
』
の
取
り
組
み
と
今
後

の
展
開
方
向
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、｢

真
庭
地
域
の
地
域
戦
略

『
連
帯
と
循
環
』｣

と
「
真
庭
ア

グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
、
さ
ら
に

真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推
進

に
よ
る
基
幹
産
業
の
育
成
と
雇

用
の
創
出
を
め
ざ
し
た
実
践
を

報
告
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手

を
ど
う
育
成
・
支
援
す
る
か
」
。

座
長
は
私
、
小
松
泰
信
。
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
山
野
薫
氏

（
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
助

教
）
と
福
田
純
一
氏
（
京
都
府

農
林
水
産
部
経
営
支
援
・
担
い

手
育
成
課
長
）
。

実
践
報
告
①
で
は
、
片
桐
明
氏

（
長
野
県
道
の
駅
南
信
州
と
よ

お
か
マ
ル
シ
ェ
駅
長
、
豊
丘
村

前
産
業
建
設
課
長
）
が
、
「
わ

が
村
の
多
様
な
担
い
手
支
援
の

実
践
と
今
後
の
展
望
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
道
の
駅
を
核
と

し
た｢
小
さ
な
拠
点｣

の
整
備
と

生
活
圏
形
成
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
や
、
新
た
な
雇
用
の
創

出
、
農
業
従
事
者
の
販
路
拡
大

に
よ
る
所
得
向
上
を
め
ざ
し
た

取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

実
践
報
告
②
で
は
、
粟
木
政
明

氏
（
石
川
県
は
く
い
農
業
協
同

組
合
経
済
部
次
長
）
が
、
「
わ

が
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
と
担
い
手

育
成
・
支
援
の
実
践
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
羽
咋
市
と
の
連

携
に
よ
る
自
然
栽
培
を
学
ぶ｢

の

と
里
山
農
業
塾｣

の
開
講
を
契
機

と
し
た
、
移
住
者
の
確
保
と
自

然
栽
培
の
普
及
、
そ
し
て
学
校

給
食
と
の
連
携
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

報
告
Ⅲ
で
は
、
小
池
恒
男
氏

（
滋
賀
県
立
大
学
名
誉
教
授
）

が
、
「
〈
総
括
的
報
告
〉
地
域

農
業
振
興
の
決
め
手
⒝
目
前
の
政

策
課
題
と
現
状
打
開
の
新
戦
略
⒝
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
は
じ
め
と
す

る
現
下
の
農
政
課
題
を
踏
ま
え
、

地
域
拠
点
の
食
と
農
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
と
、
持
続
可
能
な
地

域
農
業
を
創
り
出
す
担
い
手
群

像
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
今
回
か
ら
、

Ｊ
Ａ
や
農
業
関
係
者
に
加
え
て
、

地
方
自
治
体
議
員
の
皆
様
の
関

心
に
応
え
る
こ
と
を
念
頭
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
直
接
、

間
接
に
い
た
だ
く
ご
意
見
を
参

考
に
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た

研
究
会
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
当
研
究
会
企
画
委
員
主
査
・

長
野
県
農
協
地
域
開
発
機
構

研
究
所
長
・
岡
山
大
学
名
誉

教
授
）

９
月

12
日(

月)

・

13
日(

火)

の
標
記
研
究
会
を
こ
の
程
終
え

ま
し
た
。
こ
こ
２
年
間
、
コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
て
半
日
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
２
日
間
の
基
幹
研
究

会
の
ス
タ
イ
ル
に
戻
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
北
は
山
形
県
か
ら
南

は
宮
崎
県
の

13
都
県

18
人
（
う

ち
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
ご
参
加

10

人
）
と
、
全
国
か
ら
広
く
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
対
面
と

リ
モ
ー
ト
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
の
な
か
、
ほ
ぼ
半
数
が
リ
モ
ー

ト
参
加
で
し
た
。
こ
の
研
究
会

で
は
、
運
営
の
新
た
な
試
み
と

し
て
、
休
憩
時
間
を
長
く
し
て
、

対
面
参
加
者
同
士
の
交
流
を
目

的
と
し
た
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
・

タ
イ
ム
を
設
け
、
少
人
数
な
ら

で
は
で
す
が
、
大
い
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
会
は
、
農
産
物

流
通
問
題
の
う
ち
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
物
流
問
題
に
焦
点
を

当
て
つ
つ
、
産
地
と
卸
売
市
場

業
界
の
改
革
課
題
を
解
明
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
に
企
画
・
開
催

し
ま
し
た
。

２
日
間
の
研
究
会
で
は
、
研

究
者
と
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

か
ら
の
３
つ
の
報
告
（
後
述
）

と
、
２
日
目
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
設
定
、
座
長
に
は
岸
上
光

克
氏
（
和
歌
山
大
学
教
授
）
に

お
願
い
し
、
産
地
か
ら
根
津
彰

寛
氏
（
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
）
、
そ

し
て
卸
売
市
場
か
ら
中
村
岩
生

氏
（
東
京
青
果
㈱
）
の
実
践
報

告
、
並
び
に
現
場
の
植
田
尚
亨

氏
（
Ｊ
Ａ
和
歌
山
県
農
）
と
浦

出
俊
和
氏
（
摂
南
大
学
准
教
授
）

の
両
氏
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
も

と
に
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
の
報
告
Ⅰ
で
は
、
本

研
究
会
の
企
画
責
任
者
で
も
あ

る
桂
瑛
一
氏
（
信
州
大
学
・
大

阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
、

「
や
さ
し
く
語
る
農
産
物
流
通

の
基
礎
」
と
題
し
て
、
市
場
流

通
の
基
本
的
な
役
割
と
重
要
性

を
改
め
て
確
認
・
強
調
す
る
と

と
も
に
、
「
食
文
化
」
に
着
目

し
て
、
流
通
活
性
化
の
課
題
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
報
告
Ⅱ
で
は
、
矢

野
裕
児
氏
（
流
通
経
済
大
学
教

授
）
か
ら
、
農
産
物
物
流
が
直

面
す
る
深
刻
な
問
題
と
し
て
、
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か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
問
題
に
加
え
て
、

２
０
２
４
年
問
題
（
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
の
た
め
、

「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間

等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」

〈
厚
生
労
働
省
改
善
基
準
告
示
〉

の
厳
守
化
、
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
規
制
の
強
化
）
が
あ
る

と
指
摘
。
特
に
中
・
長
距
離
輸

送
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
高

い
と
衝
撃
的
な
予
想
も
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
持
続
可

能
な
農
産
物
物
流
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
、
難
し
い
課
題
で
は
あ

る
が
、
喫
緊
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
課
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
ー
マ

を
「
産
地
・
Ｊ
Ａ
と
卸
売
市
場

と
の
連
携
の
あ
り
方
を
考
え
る
⒝

卸
売
市
場
経
由
の
物
流
と
商
流

の
意
義
と
課
題
を
踏
ま
え
て
⒝
」

と
設
定
し
、
実
践
報
告
①
で
は
長

野
県
に
お
け
る
果
樹
の
生
産
・

販
売
戦
略
の
取
り
組
み
取
り
組

み
と
そ
の
成
果
（
リ
ン
ゴ
高
密

植
わ
い
化
栽
培
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
紹
介
等
）
を
中
心
に
、
実

践
報
告
②
で
は
大
田
市
場
に
お
け

る
場
内
物
流
改
革
の
取
り
組
み

経
過
と
そ
の
成
果
（
レ
ン
タ
ル

パ
レ
ッ
ト
の
普
及
と
反
転
式
ク

ラ
ン
プ
Ｆ
Ｌ
の
導
入
等
）
を
中

心
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
討
論

で
は
産
地
の
販
売
力
強
化
や
産

地
・
卸
売
市
場
の
連
携
の
あ
り

方
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
の
報
告
Ⅲ
で
は
、
小
暮

宣
文
氏
（
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）
か
ら
、
農
協
及
び
卸
売
市

場
の
現
状
分
析
と
し
て
、
前
者

の
農
協
販
売
事
業
の
赤
字
体
質

と
直
販
事
業
の
停
滞
・
卸
売
市

場
依
存
の
進
展
、
後
者
で
は
営

業
赤
字
体
質
と
「
自
己
買
受
」

増
加
問
題
が
論
点
と
し
て
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
公

設
公
営
」
の
卸
売
市
場
の
見
直

し
と
共
に
、
卸
売
市
場
流
通
の

重
要
性
を
基
本
と
し
て
、
産
地
・

農
協
の
連
携
、
特
に
「
信
頼
関

係
」
の
構
築
が
第
一
と
、
全
体

を
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

（
常
務
理
事
・
主
席
研
究
員
）
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近
年
、
新
自
由
主
義
へ
の
対

抗
と
し
て
、
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー

内
に
お
い
て
組
合
間
の
連
携
強

化
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
的
企

業
等
と
の
連
帯
拡
大
が
目
指
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
事
業

規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、
主
に

社
会
的
連
帯
に
依
拠
し
た
労
働

者
協
同
組
合
（
労
協
）
の
展
開

が
注
目
さ
れ
る
。

現
在
、
様
々
な
組
織
形
態
で

活
動
し
て
お
り
、
失
業
対
策
事

業
の
労
組
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
連
合
会
の
傘
下

で
は
、
就
労
者
数
は
２
０
２
０

年
度
で
１
万
５
千
人
、
総
事
業

高
が
３
５
０
億
円
の
実
績
に
な

る
。
他
方
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協

を
母
体
と
す
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
で
は
、
約
５
千

団
体
で
１
万
数
千
人
以
上
の
就

労
者
が
あ
り
、
そ
の
連
合
会
に

加
盟
す
る
３
３
２
団
体
で
は
総

事
業
高
１
３
０
億
円
に
な
る
と

い
う
。
主
に
失
業
対
策
や
地
域

課
題
に
向
け
た
就
労
創
出
、
多

様
な
働
き
方
に
応
じ
た
仕
事
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、

そ
の
事
業
内
容
は
介
護
・
福
祉

関
連
事
業
や
生
協
業
務
の
受
託
、

子
育
て
支
援
、
総
合
建
物
管
理
、

弁
当
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
極

め
て
多
様
で
あ
る
。

今
年

10
月
に
は
、
関
係
者
念

願
の
労
働
者
協
同
組
合
法
が
よ

う
や
く
施
行
と
な
っ
た
。
他
の

協
同
組
合
法
と
は
異
な
っ
て
、

準
則
主
義
（
届
出
制
）
で
あ
り
、

３
人
以
上
の
発
起
人
で
設
立
で

き
る
。
ま
た
、
労
働
者
派
遣
事

業
を
除
け
ば
あ
ら
ゆ
る
業
種
で

事
業
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
を

契
機
に
、
設
立
手
続
き
の
簡

便
さ
か
ら
多
様
な
業
種
で
組

織
の
普
及
・
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
当
面
は
、
既
存
の
企

業
組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
の

組
織
変
更
、
ま
た
他
の
組
織
形

態
か
ら
の
改
組
が
多
い
と
予
想

さ
れ
る
。

特
に
労
協
に
対
す
る
高
い
評

価
は
、
「
協
同
労
働
」
に
基
づ

く
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」

（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し

い
仕
事
）
の
実
現
可
能
性
に
あ

る
。
我
が
国
の
労
働
環
境
は
過

酷
で
あ
り
、
長
時
間
労
働
が
一

般
化
、
常
態
化
し
て
「
過
労
死
」

も
絶
え
ず
発
生
し
て
お
り
、

「
現
代
の
労
働
者
は
奴
隷
と
同

じ
」
（
斎
藤
幸
平
）
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ル

ク
ス
研
究
者
の
間
で
は
、
労
働

者
自
ら
が
経
営
す
る
労
協
は

「
労
働
力
の
商
品
化
」
か
ら
解

放
さ
れ
た
革
命
的
な
企
業
形
態

と
い
う
評
価
も
あ
る
。

但
し
、
労
働
報
酬
が
保
障
さ

れ
る
労
協
の
取
引
条
件
の
確
保

に
加
え
て
、
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
」
の
思
想
が
資
本
主
義

企
業
セ
ク
タ
ー
ま
で
及
ぶ
に
は
、

非
正
規
労
働
に
対
す
る
差
別
的

な
賃
金
水
準
や
社
会
保
障
制
度
、

残
業
１
０
０
時
間
を
も
許
容
す

る
既
存
の
労
働
基
準
法
な
ど
の

制
度
改
革
が
必
須
で
あ
る
。
ま

た
、
大
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

お
い
て
は
、
「
株
主
・
経
営
者
」

資
本
主
義
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、

雇
用
労
働
者
や
下
請
企
業
、
顧

客
等
に
対
す
る
社
会
的
責
任
の

遂
行
を
保
障
し
た
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
型
へ
の
変
革
が
条

件
と
な
ろ
う
。

（
当
セ
ン
タ
ー
理
事
・
客
員
研

究
員
・
新
潟
大
学
名
誉
教
授
）

時

論

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
へ
の
展
望

Ⓒ

Ⓔ

青
柳
斉



元
会
長
理
事
、
京
都
大
学
名

誉
教
授
藤
谷
築
次
先
生
が
、
去

る
８
月

28
日
午
前
０
時
２
分
、

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
（
京
都

市
左
京
区
北
白
川
）
に
お
い
て
、

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

88

歳
。
ご
遺
族
の
意
向
に
よ
り
葬

儀
は
近
親
者
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
皆
様
か
ら
の

生
前
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
誼
に

深
謝
し
、
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で

ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
遺
族
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
１

年
間
は
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
、

入
退
院
を
繰
り
返
さ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

病
室
へ
の
面
会
制
限
等
も
あ
り
、

ご
心
痛
は
計
り
知
れ
な
い
と
察

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
谷
先
生
は
、
本
セ
ン
タ
ー

及
び
本
セ
ン
タ
ー
創
立
の
礎
と

な
っ
た
近
畿
農
協
研
究
会
に
対

し
ま
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
、

多
く
の
財
産
を
残
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
参
与
（
１
９
６
７
・

12
⒝
１
９
９
６
・
５
）
、
理
事

（
１
９
９
６
・
５
⒝
１
９
９
８
・

５
）
、
会
長
理
事
（
１
９
９
８
・

５
⒝
２
０
１
１
・
５
）
、
近
畿
農

協
研
究
会
に
お
い
て
は
、
事
務

局
員
（
１
９
５
９
⒝
１
９
６
３
年

度
、
１
９
７
０
⒝
１
９
７
８
年
度
）
、

事
務
局
長
（
１
９
７
９
⒝
１
９
８

３
年
度
）
、
運
営
委
員
（
１
９

６
４
⒝
１
９
７
０
年
度
、
１
９
８

４
⒝
１
９
９
３
年
度
、
２
０
０
２

⒝
２
０
０
３
年
度
）
、
代
表
者

（
１
９
９
４
⒝
２
０
０
１
年
度
）
、

顧
問
（
２
０
０
４
⒝
２
０
１
３
年

度
）
と
、
長
き
に
わ
た
り
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

受
託
調
査
研
究
等
の
主
査
と
報

告
書
の
執
筆
や
研
究
会
の
座
長
、

報
告
者
等
、
事
業
活
動
を
実
質

的
に
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
業
績
は
、
別
稿

（
機
関
誌
）
で
改
め
て
整
理
し
、

追
悼
す
る
予
定
で
す
。
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Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
第
４
次
中
期

経
営
計
画
の
策
定
支
援
を
農
業

開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し

た
。
も
う

16
年
前
に
な
る
。
リ
ー

ダ
ー
を
任
さ
れ
た
。
当
時
の
藤

谷
会
長
は
じ
め
、
そ
う
そ
う
た

る
先
生
方
に
助
言
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
心
が
躍
っ
た
。
瀬
津

常
務
や
津
田
事
務
局
長
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。

藤
谷
会
長
よ
り
「
中
期
経
営

計
画
策
定
は
何
の
た
め
に
す
る

の
か
？
ど
う
い
う
改
革
が
必
要

か
？
あ
る
べ
き
姿
・
運
営
方
針
・

理
念
を
明
確
に
し
て
い
な
い
と

い
け
な
い
。
」
、
「
セ
ン
タ
ー

が
つ
く
る
の
で
は
な
い
。
Ｊ
Ａ

が
主
体
的
に
つ
く
る
も
の
で
あ

る
。
」
と
口
酸
っ
ぱ
く
教
え
ら

れ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

あ
る
女
性
理
事
か
ら
も
「
Ｊ

Ａ
は
好
き
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

中
期
経
営
計
画
が
絵
に
描
い
た

餅
に
な
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
て

欲
し
い
。
」
と
い
う
心
強
い
言

葉
も
原
動
力
と
な
っ
た
。

そ
の
後
策
定
し
た
計
画
の
も

と
、
念
願
で
あ
っ
た
管
内
の
専

門
Ｊ
Ａ
と
も
合
併
を
果
た
し
、

名
実
と
も
に
「
管
内
１
つ
」
の

Ｊ
Ａ
と
な
っ
た
。

し
か
し
現
在
、
環
境
は
当
時

想
定
し
た
以
上
に
変
化
し
た
。

コ
ロ
ナ
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

未
曾
有
の
危
機
の
中
、
旧
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
成
り
立
た

な
い
。
管
内
人
口
も

10
万
人
ま

で
減
少
し
た
。

３
年
前
常
務
就
任
後
、
平
成

９
年
合
併
時

63
店
舗
あ
っ
た
金

融
店
舗
を
８
店
舗
に
ま
で
再
編

し
た
。
非
常
勤
の
役
員
に
も
危

機
感
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、

腹
を
括
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
生

活
店
舗
も
再
編
し
た
。

組
合
員
か
ら
は
反
対
や
厳
し

い
意
見
、
切
実
な
訴
え
を
い
た

だ
い
た
。
地
域
の
生
活
実
態
を

知
る
者
と
し
て
断
腸
の
思
い
で

あ
っ
た
。

不
承
な
が
ら
今
年
度
専
務
を

拝
命
し
た
。
我
が
組
織
も
身
を

削
り
な
が
ら
藻
掻
い
て
い
る
が
、

ま
だ
改
革
の
手
を
緩
め
る
わ
け

に
は
い
き
そ
う
に
な
い
。
前
向

き
な
実
践
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い

る
。こ

の
協
同
組
合
と
い
う
場
所

で
人
生
の
大
半
を
過
ご
し
て
き

た
。
Ｊ
Ａ
の
強
み
は
、
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
の
事
業
を
展

開
で
き
る
と
い
う
総
合
力
で
あ

り
、
地
域
密
着
力
で
あ
る
。

「
ひ
と
言
相
談
す
れ
ば
全
て
が

間
に
合
う
。
」
こ
れ
を
現
在
に

適
応
す
る
よ
う
に
再
構
築
し
実

践
す
る
こ
と
が
、
組
合
員
・
利

用
者
へ
の
貢
献
で
あ
り
、
地
域

を
守
る
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
の
研

究
会
に
も
何
度
か
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

や
関
係
機
関
の
方
々
の
基
調
報

告
・
事
例
報
告
や
討
論
等
、
最

新
の
情
勢
や
Ｊ
Ａ
普
遍
の
原
則

の
再
確
認
等
、
そ
の
都
度
刺
激

を
受
け
、
ま
た
道
標
に
も
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
積
極
的
に
参

加
し
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
寄
稿
の
機
を
頂
き
、

藤
谷
先
生
の
ご
紅
顔
を
思
い
つ

つ
筆
を
執
る
矢
先
、
よ
も
や
先

生
の
訃
報
を
知
る
こ
と
に
な
る

と
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。

農
業
・
農
協
・
農
政
の
よ
す
が

が
ひ
と
つ
消
え
ゆ
く
中
、
鎮
魂

の
思
い
で
筆
を
つ
な
ぐ
。

藤
谷
先
生
と
膝
を
交
え
る
こ

と
は
も
う
叶
わ
ぬ
が
、
先
生
の

思
い
は
私
た
ち
の
胸
に
刻
ま
れ

て
い
る
。
悩
む
時
、
迷
う
折
こ

そ
が
先
生
の
叱
咤
激
励
の
言
葉

と
銘
じ
、
藤
谷
先
生
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
。

（
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南

代
表
理
事

専
務
）

会
員
の
声

訃

報

本
セ
ン
タ
ー
元
会
長
理
事

藤
谷
築
次
氏
、
ご
逝
去

吉
見
一
弥


